
食物アレルギー負荷試験

退院基準

経過

月日

達成目標

入院前に負荷食物を準備・持参してください

入院時に身長、体重を測定します

検査の前に点滴の管を入れます

負荷食品を分割して食べ終わるまでに、およそ1～2時間かかります

20分間隔で負荷検査を行います、その際検温を行います

症状出現時は症状軽減のため薬剤を使用します

検査中は絶食です 食事の制限はありません

水分は摂取できます 但し、水・お茶のみにしてください

検査中はベッドで過ごしてください 制限はありません

できるだけ安静にしてください

排泄 トイレは歩いて行くことができます

清潔 自宅での入浴ができます

医師からの検査についての説明があります 退院後の生活についての説明があります

病棟の説明、入院中の生活についてご案内します

検査時にアレルギー症状が出ることがあります

症状がある場合は、我慢せずに看護師にお知らせください

ご不明な点は主治医、看護師にお尋ねください

001

診療計画説明書

＊病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わりえます

＊入院期間や治療内容は現時点で予想できるもので、症状により変わります

処置
薬剤
検査

食事

説明
同意

負荷試験によりアレルギー症状が出現しない、または出現した症状が消失する

アレルゲンとなる食物の摂取許容量がわかる

安静度

入院日・退院日

／

検査前・検査中 検査後
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